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就学学校の指定変更申請書 
（あて先）                            令和   年   月   日 

      区長 
        保護者住所 川崎市    区                      
        氏   名               電話（    ）        

次のとおり申請します。 
 児童・生徒氏名           （平成・令和  年  月  日生）保護者との続柄      
 児童・生徒住所 川崎市    区                                
 指定を受けた学校及び学年  川崎市立         学校  第   学年 
 就学を希望する学校及び学年  川崎市立         学校  第   学年 
 変 更 を 希 望 す る 期 間   令和  年  月  日から令和  年  月  日まで    間 
理由   具体的に詳しく書いてください。身体的原因等による場合は医師の診断書を添付、地理的理由 
 

 
 
 
 
旧住所 

 
 

 
副  申 

指定を受けた学校長の所見欄 
所見 
 
 
 

 

 

 就学を希望する学校長の所見欄 
所見 
 
 
 

 
 
□ 申請を許可します。 
□ 申請を不許可とします。  令和  年  月  日    川崎市    区長 
 

   の場合は通学路の略図を裏面に記入のこと。 

 令和  年  月  日  指定を受けた学校及び校長名                    印 

 令和  年  月  日  就学を希望する学校及び校長名                印 

（ ） 

は大切に保管のこと。 
すべき学校の指定変更について（通知）を提示すること。なお、児童生徒の就学すべき学校の指定変更について（通知） 

（注）保護者は、学校長の副申を受けてから区長に許可を受け、就学を希望する学校へ許可後に発行される児童生徒の就学 

（枠の中は記入しないで下さい） 

学校教育法施行令第８条 （2026.1） 

記入例

　　申請用紙の記入及び必要書類を御用意の上、所見が必要な学校の校長と面談をしていただきます。
　　校長所見欄に記入・押印された申請書及び必要書類を、就学を希望する学校を所管する区役所
　　区民課の窓口へ提出してください。＊消えるボールペン・鉛筆での記入不可＊

○○

○○ ○○町１丁目２番３号　

川崎　太郎　 090 1234-5678

川崎　花子　

※ 同上　または　保護者と異なる場合の住所を記入

○○ 小
△△ 小

○○区△△町４丁目５番６号　

■
■

指定変更が必要な理由を詳しく記入し、最後に
『通学上の安全については、保護者が責任を
　持って十分に配慮します』の一文を記載して
ください。

＜変更を希望する期間の例：転居後から卒業まで＞
　始期：引っ越しした日（異動日）　　
　終期：卒業する年の３月３１日
※学年末や卒業までを希望する場合の終期は
　「令和▲年３月３１日」となります。
※正式な期間は、学校長との面談で決まります。

● ● ● ▲ ３ 31 ○年○か月

● ● ●

□ □ □ 子　

←（転居に伴う申請の場合に記入）

※申請理由により、必要な校長所見や
 必要書類が異なります。
 別表を参考に御用意ください。

※別表の「必要書類等の御案内」も併せて御確認ください。

希望する学校を所管する区を
記入してください。



別表　必要書類等の御案内
 申請理由により、必要な校長所見や必要書類が異なります。次の表を参考に御用意ください。

指定校 希望校

 最終学年（小６・中３）が転居後も卒業まで
 従来の学校を希望

× 〇

 小５・中２が転居後も行事の終了又は卒業まで
 従来の学校を希望

× 〇

 学期途中に転居したが学期末まで従来の学校を
 希望（夏休み後に転居した場合は学年末まで）

× 〇

 次学期内に希望校の通学区域内に転居が確実な
 ため、次学期当初からの通学を希望

× 〇

・申請書の理由欄に転居予定の住所を記入してください。
・契約書など、転居の日付・住所が確認できる書類の写しを添付
 してください。
   （確認書類の無い場合や次学期より後の転居となる場合は、
  この理由には該当しません。）

 兄弟姉妹が在学中 × 〇
・申請書の理由欄に兄姉の氏名と学年を明記してください。
 ※兄姉の卒業後に再度指定変更の手続きが必要となる場合が
  あります。

 心身の障害による通学上の負担軽減 〇 〇 ・医師の診断書など、理由を客観的に確認できる書類を添付して
 ください。

 登下校又は下校後の生活を保護
 【小学生のみ】

〇 〇

・申請書の理由欄に、保護先の住所、保護を行う方の氏名及び
 連絡先を明記してください。
・保護を行う方を客観的に証明する書類を添付してください。
 
 例：保護先の同意書 など
   （児童との続柄が明記され、保護を行う方本人の署名が
    あるもの。書式は任意。）

 通学が著しく困難 〇 〇

・各学校が過去の通学の状況を踏まえ、原則これまでと同様の
 判断を行います。

 ※指定校と希望する学校との通学距離の差が大きいこと、学区
  の端に住んでいることや単に交通量が多いことだけでは、
  相当の理由には該当しません。

 その他、児童生徒又は家庭等の特別な事情に
 より教育的配慮が必要

〇 〇 ・理由を確認できる書類が必要となる場合があります。

※就学すべき学校の指定変更による通学については、保護者が責任をもって安全に通学できるよう配慮してください。

変更事由
面談・所見の要否

必要書類等

※指定変更は申請をされても「理由が相当でない」「登下校及び緊急時の安全に問題がある」「学校の施設の状況から受け入れが難しい」
 といったことから認められない場合があります。また、指定変更は申請者に限り有効ですので、同様の理由でも、個人の状況や家庭事情
 の相違、学校や周辺環境の変化などにより認められない場合があります。


